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⼟⽊学会インフラデータチャレンジへの提供データについて

①河川財団収集データの特徴
…河川財団で収集した当該データ（⽔難事故マップ公表データ）は新聞社や放送局等の報道機関各社によって報道された⽔難事故に限
られているため、発⽣したすべての⽔難事故を網羅したものではない。
（流量観測データや交通量のデータなどいわゆるオープンデータやビッグデータと総称される⾃動的に取得された観測記録とは異
なった意味や性格を有している。）

②河川財団収集データは河川・ダム湖・湖沼等に特化している
…⽔難事故マップに使⽤しているデータは、河川やダム湖・湖沼等に限っている。（ため池や⽤⽔路等の事例や交通事故に類する事例
は除いている）

③個⼈情報に配慮している
…⽔難事故マップに使⽤しているデータは、⽔難者の個⼈情報に配慮しつつ、事故の原因究明や再発防⽌など⽬的を限定して使⽤する
ことを想定して収集・整理しているものである。そのため、できるだけ⽔難者の個⼈情報が容易に特定できないような⽂章表現に修
正している。

④データの位置情報はある程度正確なものとおおよそのものがある
…河川名の末尾に※印を付したものは、報道記事からでは地点の特定が困難なため、おおよその位置を⽰している。

【提供データの範囲】
・河川財団で収集した2003‐2017年のデータの内、
位置情報（緯度経度）及び事故状況（簡易な表現）を⽔難事故マップとして公表

・上記⽔難事故マップデータのうち2003‐2016年までのデータを提供
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2003-2017年に24件の死亡事故等が発⽣

美濃橋付近の事故の共通点

・被災者の多くは20歳前後〜30歳前半の男性
・ほとんどは、地元在住ではなく、隣接する愛知県や三
重県など

・グループ等でバーベキューや川遊びを⽬的として訪れ
ている。

・⼤半は夏期の平常時の⽔位で発⽣
・右岸から左岸に泳いで渡ろうとし、川の中央部から左
岸の岩場近くでおぼれている
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2003-2017年に9件の死亡事故等が発⽣

千⿃橋付近の事故の発⽣パターン

・遊泳または⾶び込みを⾏い、「左巻き」と呼ばれる⼤きな渦に
巻かれ、下⽅に引き込まれておぼれる。
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⼟⽊学会インフラデータチャレンジへの貸与データについて

①河川財団収集データの特徴
…河川財団で収集した当該データ（⽔難事故マップ公表データ）は新聞社や放送局等の報道機関各社によって報道された⽔難事故に限
られているため、発⽣したすべての⽔難事故を網羅したものではない。
（流量観測データや交通量のデータなどいわゆるオープンデータやビッグデータと総称される⾃動的に取得された観測記録とは異
なった意味や性格を有している。）

②河川財団収集データは河川・ダム湖・湖沼等に特化している
…⽔難事故マップに使⽤しているデータは、河川やダム湖・湖沼等に限っている。（ため池や⽤⽔路等の事例や交通事故に類する事例
は除いている）

③個⼈情報に配慮している
…⽔難事故マップに使⽤しているデータは、⽔難者の個⼈情報に配慮しつつ、事故の原因究明や再発防⽌など⽬的を限定して使⽤する
ことを想定して収集・整理しているものである。そのため、できるだけ⽔難者の個⼈情報が容易に特定できないような⽂章表現に修
正している。

④データの位置情報はある程度正確なものとおおよそのものがある
…河川名の末尾に※印を付したものは、報道記事からでは地点の特定が困難なため、おおよその位置を⽰している。

⼟⽊学会インフラデータチャレンジ
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